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ぺ 卜ナムの薬屈には漢方薬の屈が相当の勢力を占めて居り，この漢方薬

J;5 Iζ参りますと数種の海藻類の乾燥品を販売しています。乙れを買って来て

調べて見た処， コンブ 3 アミアオサ，ホンダワ ラ類，オキツノリ 等でコンブ

は日本，他は香港からの輸入品だそ うです。使用法はスープ用に，又は茶と

同じ使用法で利用しています。

私のサイゴン滞在もあと 1ヶ月足らずとなり，帰国の途中，足を伸ばし

てフランス，ピアリツ-r1Iで開催の第4四万国海藻学会に出府の予定で居りま

す。乙とでの学会の様子は帰国の上御報告したいと思っています。

越南国から日本藻類学会員各位の移11自愛とf卸売展を祈ります。

(1961主f.:8月8日発信)

，u.<， 

ナ ム一品 録 事

会員移動

(f泊和 361'下8月16日より"日前136 "'r! 12月15日まで)

新入 会 (29名)
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学会銀事 93 

住 所変更 (4名)

評議員会記事

昭和36年 10月14日，日本他物学会館26回大会を機l乙IJlHiliする本学会総会l乙先立->

て， 評議員会が同日午後51時半から 61時まで，東大椛内の好仁会館会議室に於てIJ別立され

た。

山1Jif背 (A)討議員-j古里子俊平 (clJ¥ ，，\・ I ' ~\I~) ， Jl~ 糊弘幸(j'l徽)，加的ZU](l長l>ln。
(s)会長ー111111卒男。(c)幹事 ;.rjij長俊造， ¥坂井lJtL;ML。
下記のejfJjiについて相談した。

i 総会lこ促山の議案， 会~'(の他上げlull泊について斡事から 4Lffjの必iYJがあり ， 極)~

，fiJ，~たしとt見を緩めた。

2， 1I!l柄j35 il '度目、務 ・ 会，-jJ-報告の Ihi~1-'検，]1した。

第9回 総会記事

評議員会l乙引続き 6時から Y11# まで j，il会舘に於て第 9 回総会が行々はれた。 出 1，li~ ~-は

45名であり盛会であった。次lζ会のl似jj=に従って之を報千号する。

1. 1m会の時 ~Jüi.長俊造氏

2 会長挨拶 ; 山田幸男氏

3， 会食; 夕食を共にしながら近くのlliIの人々と学l肖上の;色、見を交し，又快誌に花を
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咲かせた。

4. 議長選出 H~J.~~地元会員の長老東大教授渡辺篤氏が巡 t'H された。議長の挨ゆが

始まった11寺突然体屯となったがそのままお話しを統けられ，今年目月i治肢を迎へた司王25を

ユーモラスに述べられた。

5.議事

A. 会t'l値上げ家 ・ 先年来会員中から会'i1の値上げをしてはどうかと提案されて来

たが，なるべく之をさける様に努力して来た。然し最i!I諸物価の値上げ害容により現在の頁

数を維持して行く為には会貨を値上げする以外にけ、方法のないことが種々のデーターによ

って阪井幹事から説明された。この案は全員の賛成を得て来年度(昭和37年度)から年会

山500円に値上け.することに決定した。この後会員中から会誌に相応しい広告があったら

掲載し収入の増加を訂.，ては如何とのJ17があソた。

B. 庶務 ・会言|幸自作 r深刻iJ9巻 1号に同封した報告によソ て阪11幹事から説明が
あり ，示穏を得た。 尚， この後 10月5F11見花で会員数は 360名であること等を中間報告

した。

C 会長選挙 ILI問幸男氏が当選，今後も会の為に尽力して行きたいと挨拶があっ
、J品目B
1'--。

D その他 : 種々 の:色、見があ Jたが今後誠類学会を布!I物学会大会1m催地に近い都市
で行ない，その近くの人々を会員としてふやして会の収入を多く しては如何と福島博氏か

らお話しがあり，種々の怠見が出された。又同氏は終身会員制を考慮しては如何との意見

を出された。

6. 懇親会: 杭l気路々砲に長|己紛介が行なはれたが，佐藤正己氏は今まで「通誕生員」の

赤い表紙は見にくいので少し淡く しては如何と話があり，広瀬弘幸氏から淡水藻の和名が

少ないのでその下務へを会でしてはどうかと申し入れがあった。又渡辺篤氏は微小誌類の

シタムのほしい折には東大応用微生物研究所へIIIし込めば大学勾ーには無料，その他会社の

研究所には500円で配布するから利j甘されたいと話があった。

1
1 L: Ui'~ 者

秋 l削 3L承 千原光k!fi 江越千代 有11 )~-~ 博 平野 実

広瀬弘幸 今 yiil 宏 一 稲坦r.tー 猪j1F 俊三I!. 入米義彦
岩崎英雄 力11的英男 笠原和男 北見秀夫 北見 健彦
小 林 JZJ ミ 小 林艶子 小西純二 熊野 茂 松布11 正 直[1
1:1コV{ 信 LIニ 凶林 長 f;ij 西沢一俊 虫干凶光 j~~ 野沢ユリ子

大 房 l制 奥野若手雄 大西一博 尼崎弘忠 阪 井与志縦

佐々木 正人 佐藤 正己 瀬戸良三 須藤俊 造 高 1公 正 彦
総 Jlt JI.日本 :rVl 1:0.1 EI:I JL 上l' ill 宏 津 村 孝平

波辺 'j、ψ0G， J 山 111幸児 111 ;ギ~~ IU 外に伊Jj長・武|王i両氏

(ABC順) (阪弁記)
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本学会所蔵の雑誌及び論文別刷目録

(1960. 12. 1~1961. 11. 30聞に受信iせしもの)

別 即日

95 

KOSTER， J. Th.: Caribbean Brackish and Freshwater Cyanophyceae; Blum巴a，Vol 
X， No. 2， 1960. 

TSUBO， Y.: Inheritance of Streptomycin Resistance and Dependence in Chlamy-

domonas; Bacteriological Proceedings， p. 117，1960. 

一一一一一一 Chemotaxisand Sexual Behavior in Chlamydomonas; Th巴 Journal of 

Protozoology 8 (2)， 114-121 (1961) 

一一一一一一 ChemotacticBehaviour of the Gametes of Chlamyclomonas; lX lnterna-

tional Botanical Congress， Proceedings， Vol. 11. lIA. p. 404， 1959. 

SUEMATSU， S.: The Somatic Nuclear Division in Trentepohlia aurea， the Aerial-

Alga; Bull. Liberal Arts CoJI. Wakayama Univ. No. 10 (1960). 

NAKAZAWA， S.: Nature of th巴ProtoplasmicPolarity; Protoplasma Band. LII， 1960 

Heft. 2. 

ー一一一一一 Dynamicof Morphogen巴ticFields; Protoplasma， Bancl. LIII， 1961 H巴ft.1. 

一一一一一 DevelopmentalMechanics of Fucaceous Algae XIll， Polarity D巴t巴rmll1atlOn

in Coccophora Eggs Relating to the Position of Jelly Stalk; Science Rep. Tohoku 

Univ. Vol. XXv. No. 3， 1959. 
一一一一一 DevelopmentalMechanics of Fucaceous Algae XIV. Plasmolysis Pattern 

in Coccophora Eggs; Bot. Mag. Tokyo. Vol. 73， No. 860， 1960. 

一一一一一 DevelopmentalMechanics of Fucaceous Alga巴 xv.Effects of Ultra-
centrifuging at Later Stages upon th巴 Developm巴ntof Coccophora Eggs; Bot. 

Mag. Tokyo. Vol. 73， No. 869-870， 1960. 

一一一一一一 D巴velopmentalMechanics of Fucaceous Algae. XVl. Plasmolytiじ Pattern話

in Ultracentrifugecl Coccophora Eggs;のrTON 15 (2) 1:l9-136， Xl1-1960 

一一一一一一 DevelopmentalMe.二hamicsof Fucaじ巴ousAlgae XVII. Differenlial De-

struction of the CorlicaJ Layer of Cytoplasm in Ullr叫 enlrifugedCoccophora 

Eggs; Bot. Mag. 1‘okyo. Vol. 74， No. 871， 1961. 

一一一一-:Developmental Mechanics of I'ucaじeoussAlgae X V111. Locali山 lionuf 

Protoplasmic Elemenls in the Developing Rhizoicl; Bot. Mag. Tokyo， Vol. 74， 

No. 874， 1961. 

一一一一一ー ThePolarity Theory of MorphogenetiιI'ields; Sci巴nceRep. Tohoku 

Univ. Vol. XXVII， No. 1， 1961. 

I平 由宏 : クラミドモナスの交雑法とその細胞質巡伝 i核と細胞質 No.1， p. 30， 1961 

主主天地主要iiili上におけ るクラミドモナスの縦毛 ，藻類 Vol.9， No. 1， p. 21-25， 

1961. 
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96 税指~第 9巻第 3 -lj' 11併¥:136 1:1"-1日月

谷口森俊 ii童館三1:¥1誌の海部群港学的研究 EI本生態学会誌 Vol.10， No. 4， p. 137-140， 

1960. 

IfI辺湾内の浦海秘書学務，医学と生物学 Vol.57， No. 2， p. 47， 1960. 

一一一一 ・ 徳 I.ii\ Y~由岐の海部君字詰事 ; 医学と生物学 Vol. 57， No. 6， p. 225， 1960. 

横浜本牧川!の ìf~秘書TH事，医学と生物学 Vol. 56， No. 2， p. 43， 1960 

事11谷平; 中部日本産フウセンモ服 ，植物研究雑誌 Vol.35， No. 6， p. 172， 1960 

接合*~類細胞の沼子顕微鋭的観察，愛知学芸大学研究報告 Vol. X， pp. 39-5'1， 

1961 

津村孝平 ; 珪藻類の研究の手びき，植物趣味 Vol.21， No. 3， p. 8， 1960. 

ー一一一一一 段藻類の研究の手びき i植物趣味 Vol.22， No. 1-2， 1961. 

照本 理h:<'リモの凍害と乾燥寄，低温科学，生物編，第 17ilifl， p. 1-7， 11日和 34年

アナ アヰサの耐凍性 ;低温科学， 生物i:ii，第 18ij留，p. 35-38， 1問和 35主12.

マリ モの1rU警に対する凍害防止剤の効果について ，低温科学， 生物?お，第 18

ijiJ.t p. 43-50， 11日4訂35壬β

一一一一一:ポウアオノ リの耐凍性 ，低iR科学， 生物ね，第 19栂，p.23-28，昭和 36年.

一一一一一 ;マリモは楽さに強いか ? 科学， 1959年 11月.

雑誌

EOTAHH4ECKHA )KYPHA刀1'0111.45， Nu. 8-Tu111. 46， Nu. 8. 

日本留学会会報 Vul. 11， No. 5-¥101. ll， No. 6. 

水産庁内海区水盛研究所報告 ; 鈎 14号 (94)，36 1:ド3月.

箱根博物 ・ 第 l号，1961年8月.

役員移動

今般，本会会計幹事阪ヂ1:与志雄氏移動K伴い， 1問沼和3泌6年 lロ2月 1E日iイ付Jをもつ て編集1

司事トj舟iH稲l局号説f往主氏が会青計計|卜'1幹i伶伶司事手完兼{正t{任E，叉秋岡~~j]k氏が新fこ に幹事K夫々委帰された。
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